
◎青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整

備等に関する法律の一部を改正する法律 
（平成二九年六月二三日法律第七五号）（衆）   

一、提案理由（平成二九年六月八日・衆議院本会議） 

○秋元司君 ただいま議題となりました法律案につきまして、提案の趣旨及び内容を御

説明申し上げます。 

 本案は、青少年によるインターネットの利用状況の変化に鑑み、青少年有害情報フィ

ルタリングソフトウエア及び青少年有害情報フィルタリングサービスの利用の促進を図

るため、携帯電話インターネット接続役務提供事業者等の青少年確認義務、説明義務及

び青少年有害情報フィルタリング有効化措置実施義務を新設するとともに、インターネ

ット接続機器の製造事業者の義務の対象となる機器の範囲の拡大等の措置を講ずるもの

であります。 

 本案は、昨七日の内閣委員会において、全会一致をもって委員会提出の法律案とする

ことに決したものであります。 

 何とぞ速やかに御賛同くださいますようお願い申し上げます。 

二、参議院内閣委員長報告（平成二九年六月一六日） 

○難波奨二君 ただいま議題となりました両法律案につきまして、内閣委員会における

審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

……………（略）…………… 

 次に、青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関する法

律の一部を改正する法律案は、青少年によるインターネットの利用の状況の変化に鑑み、

青少年有害情報フィルタリングソフトウエア及び青少年有害情報フィルタリングサービ

スの利用の促進を図るため、携帯電話インターネット接続役務提供事業者等の青少年確

認義務、説明義務及び青少年有害情報フィルタリング有効化措置実施義務を新設すると

ともに、インターネット接続機器の製造事業者の義務の対象となる機器の範囲の拡大等

の措置を講じようとするものであります。 

 委員会におきましては、衆議院内閣委員長秋元司君より趣旨説明を聴取した後、採決

の結果、本法律案は多数をもって原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 

 （注） 衆議院においては、委員会の審査は省略された。 


